
コ
ダ
イ
エ
チ
ヤ
マ

小
大
目
山

K
M
mの
京
市

一

附
に
あ
る
。
古
川
さ
一
一
九
九
米
。
地
倒
的
閃
安
山
宕
。

一

コ
ダ
キ

小
瀦

以
荒
地
阿
山
師
郷
に
臨
す
る
部
説
。

↑

コ
ダ
ナ
カ

小
田
中

臨
島
郡
小
山
中
保
に
臨
す

コ
タ
シ
ラ
ヤ
マ
シ
ヤ

古
多
白
山
枇

以
南
巾
大

一
石
邸
前
。
大
永
六
年
十
月
の
一
自
制
初
版
年
計
米
銭

旧
原
に
在
っ
て
、
文
政
の
祉
鋭
帳
に
前
多
向
山
大
明

一
納
艇
に
小
川
中
村
が
見
え
、
交
政
二
年
間
九
月
サ
六

耐
と
椛
せ
ら
れ
る
。
今
の
白
山
跡
制
で
あ
る
。

一
日
附
M
N

辿
泌
が
楽
士
石
寺
一
村
布
衛
門
に
胤
(
へ
た
判
的
U

コ
ダ
チ
ノ
小
立
野

金
保
城
の
京
市
に
約
〈
丘

一
に
は
、『
以
小
川
巾
術
家
方
之
内
参
訂
依
扶
持
云
々
。
』

陵
地
約
の
名
。
一
一
院
に
、
源
平
山
町
袋
m
v
d
M
永
二
年
の

一
と
あ
る
。

僚
に
、
木
品
円
義
仲
が
年
民
同
日
の
木
山
V
林
に
陣
取
っ
た

一

コ
ダ
ナ
カ
シ
ン
ノ
ウ
ヅ
カ

小
田
中
親
王
線

J

と
い
ふ
も
の
印
ち
是
で
あ
ら
う
と
い
ふ
が
、
木
武
林

一
y
y
ノ
ウ
ヅ
カ
脱
正
成
。

は
地
名
で
は
な
い
。
叉
近
古
の
詩
人
部
は
小
山
丸
野
の
一

コ
ダ
ナ
カ
ハ
ラ
ヤ
マ
ブ
ン
小
田
中
原
山
分

腿

文
字
そ
多
〈
小
山
山
野
に
作
っ
た
。

J
コ
F
チ
パ
ヤ
シ

↑
品
川
小
川
巾
保
に
印
す
る
邸
前
。
も
と
は
小
川
中
の

木
政
林
。

一
小
当
で
あ
っ
た
。

コ
ダ
チ
ノ
ユ

Z
ノ
マ
チ

小
立
野
弓
ノ
町

念押印

↑

コ
ダ
ナ
カ
ホ
小
田
中
保

出
向
山
に
印
刷
す
る
。

の
別
名
。
務
政
中
持
弓
足
相
刊
の
組
別
で
あ
っ
た
o
天
一
茂
久
三
年
註
却
の
能
管
同
川
政
円
抗
日
に
、
『
小
問
中

和
一
見
年
十
二
月
八
日
奥
村
兵
部
か
ら
半
川
械
之
佐

・
一
保
、
六
川
、
開山
M
m
二
年
級
住
山
定。
』
と
あ
る
。
後
町

小
泉
勘
十
郎
宛
の
郎
防
聞
に
、『
各
組
足
腕

m尽
蚊
曲
射

一
亦
小
川
巾
川
怖
が
あ
る
。

説
、
小
京
野
純
王
寺
後
に
耐
剛
之
総
入
御
山
は
候
曜
、

一

コ
ダ
ナ
カ
ホ
小
田
中
保

郎
防
耶
に
邸
L
、
滞

照
之
泊
可
仕
園
田
被
仰
出
。
』
と
あ
っ
て
、
こ
の
牢
凶
・
一
政
時
代
で
は
小
川
中
村
の
み
を
含
ん
で
民
た
。

小
泉
は
持
弓
顕
で
あ
る
。
こ
の
組
地
は
如
来
寺
の
方

一

コ
ダ
ニ
小
谷

珠

洲
出
三
附
郷
に
邸
し
た
邸
務
。

を
如
来
寺
組
、
純
王
寺
の
方
脅
終
王
寺
組
と
い
う
た

一
明
治
中
に
h

す
り
大
口
闘
に
併
合
せ
ら
れ
た
。

が
、
刷
出
稼
後
前
者
を
上
弓
，
町
、
後
市
宇
中
弓
，
町
、

一

コ
ダ
ニ
キ
ユ
ウ
Z

モ

ン

小

谷
久
右
衛
門

政
八

叉
そ
の
次
の
杭
山
同
心
組
の
組
地
を
下
弓
，町
と
都

一
十
行
青
制
し
て
定
格
御
馬
迦
に
班
し
、

-m文
二
年
四

す
る
こ
と
に
し
た
。

十
九
保
守
以
て
裂
。
孫
年
間
同信
明
の
時
、
文
政
五
年

コ
ダ
チ
パ
ヤ
シ

知
行
常
行
上
げ
ら
れ
断
絶
し
た
。

• 

一
此
所
よ
り
己
午
の
方

へ
向
ひ
、
伊
勢
の

Z舜
す
る

な
り
。
不
動
が
知
と
て
、
」
る
き
石
不
動
あ
り
。

一

体
に
は
明
腕
八
年
と
あ
b
。』
と
あ
る
。

ゴ
ゼ
ン
ダ
ケ

御
前
岳

白
山
の
最
高
峰
で
、
絶

叫
山
に
向
山
比
時
制
枇
拠
宮
が
あ
り
、
板
間
二
七

O
二

米
。
附
置
は
凡
べ
て
焼
石
の
話
々
た
る
不
毛
地
点官
庁

L
、
他
か
に
地
衣
・
群
苔
間
酬
の
岩
商
に
悶
む
し
て
一

腕
の
斑
紋
を
裂
す
と
、
岩
隙
砂
際
の
小
臥
域
に
地
次

常
見
る
の
み
で
あ
る
。
地
質
は
向
閃
安
山
岩
で
あ
る

が
、
中
腹
以
下
は
南
方
の
別
山
と
共
に
保
縦
系
の
手

取
統
か
ら
成
る
。
御
前
岳
脅
今
地
問
に
は
御
前
峰
と

回
向
す
る
o
l
シ
ラ
ヤ
マ
プ
ゼ

y

白
山
御
前
。

ゴ
ゼ
ン
プ
ギ
ヨ
ウ

御
隠
奉
行

箆
永
八
年
渡
辺

初
右
衛
門
の
命
ぜ
ら
れ
た
の
が
始
で
あ
ら
う
。
次
い

で
十
六
年
板
出
兵
助
、
二
十
年
河
野
四
郎
左
衛
門
、

明
院
二
年
間
関
五
郎
右
衛
門
、
寛
文
六
年
世
間
平
左

術
門
が
遂
次
命
ぜ
ら
れ
、点
卒
以
来
は
三
人
と
な
り
、

以
来
辿
約
し
た
。
掛
川
俣
給
部
の
献
立
は
御
勝
率
行
之

を
作
・
り
、
御
看
板
門
柏
町
板
〉
に
記
し
て
御
近
自
動
仕
の

駅
取
に
践
し
、
聞
取
は
之
そ
御
民
間
に
持
率
し
て
制

上
げ
‘
仰
仰

さ
れ
や
〕
待
っ

て
御
腕
器
行
に
下
附
す

る
の
で
あ
る
が
、
何
の
命
も
な
い

の
が
山
辺
で
あ
っ

た。
ゴ
ソ
ウ
シ
ワ
梧
窓
詩
話

二
冊
。

林
強
岐
者
。

文
化
八
担
か
ら
九
年
に
か
け
て
、
若
者
は
滞
侯
に
随

う
て
江
戸
に
在
っ
た
聞
に
、
ぽ
・宋
・冗
・明
諸
家
の

持
七
十
閉
山
を
摘
出
し
て
一
昨
設
を
試
み
、
作
総
の
用
心

と
叫
付
加
の
用
法
を
述
べ
た
・
も
の
で
あ
る
。
大
寝
前
例

之
に
序
を
加
へ
、
九
年
秋
出
版
せ
ら
れ
た
。

ゴ
ソ
ウ
マ
ン
ピ
ツ
帽
官
官
皿
漫位
置

大

間
的
制
城
若
。

郎
総
二
加
。

天
道
性
命
治
低
興
亡
の
臨
調
叫
を
掲
げ
、

己
を
修
め
他
宇
一
治
む
る
規
則
と
し
た
も
の
。
文
政
六

年
百
戸
に
て
出
版
。
そ
の
後
編
二
加
は
文
政
七
年
に

成
り
、
=
一
組
二
加
は
天
保
イ
年
に
成
っ
た
。

コ
ダ
小
田

臥
南
部
太

m阪
の
内
の
小
字
。

ゴ

ダ

玉

岡

山
ン
以
前
市
久
川
の
内
の
小
字。

コ
ダ
イ
カ
ン
小
代
宮

山
容
行
の
下
に
邸
L
、

附
凶
作
の
手
Mm
・山
林
・水
利
専
問
叫
範
附
の
任
務
に
泊
っ

た
。
能
脅
で
は
七
尾
文
は
り
十
出
除
町
御
間
開
設
か
人
に

腿
L
、
刷
出
闘
問
地
に
出
張
し
て
出
K
M
キ
一胤
理
す
る
小
代

官
も
あ
っ
た
。

木
立
林

mMT州
北
武
田
町
に
、『
加

コ防】
1
1
1
1

コ句
F

判

μ中
限
川
町
の
木
市
林
に
仙
仰
や
ι

取
り
て
白
肱
そ
跨
げ
た

り
。』
父
、
『
あ
の
東
に
見
え
候
森
を
木
政
林
と
巾
し

て
‘
中
に
一

の
依
然
あ
り
。
』
な
ど
h

あ
る
木
市
林

は
、
越
問
n
n
=
一
州
芯
柚
四
割
記
除
考
に
、
府
間
山
正
の
林

の
こ
と

h
L、
H
N
泊予
二
年
石
川
部
格
的
の
一
授
が
こ

こ
に
集
っ
た
の
は
、
川
市
時
向
古
へ
の
木
立
林
が
持
し

た
鈴
で
あ
ら
う
と
い
う
て
ゐ
る
。
木
武
林
合
小
京
野

一
と
す
る
説
は
、
浅
加
久
似
の
迫
観
抱
に
縦
せ
た
推
測

か
内
初
旬
、
後
人
之
に
従
ふ
も
の
が
多
い
が
浪
路
で

あ
る
。

コ
ダ
=
生
ダ
ナ
リ

小
谷
允
成

泡
総
務

一
郎

兵
右
衛
門
。
享
保
七
年
父
伊
兵
衛
門
二
代
U

の
辿
矧
三

の
一
そ
受
け
、
九
年
本
知
百
七
十
石
に
復
L
、
山川作

奉
行

・
本
音
礎
奉
行
中
~陸
、
安
永
十
一

日体
制
外
布
一肌

に
任
じ
て
百
十
石
を
加

へ
、
六
年
御
先
問
削
と
な

旬
、
九
年
十
月
致
仕
し
て
何
成
と
鋭
し
、
料
二
十
人

扶
持
を
受
け
た
。

コ
ダ
ニ
ツ
グ
ナ
リ

小
谷
織
成

迎
抑
制
伊
兵
街
。

総
は
綴
成
。
後
に
時
抵
の
部
を
避
け
て
成
之
と
附
め

た
。
宇
は
勉
否
。
慨
は
版
リ
ホ
。
平
は
竹
酢
。
怒
川
泌

に
慰
ん
で
そ
の
一一
品
弟
で
あ
っ
た
。
明
白
三
年
十
一

uH

十
九
日
金
仰
に
生
ま
れ
、
八
践
に
し
て
父
僻
技
術
門

時
長
青
山
町
ひ
、
後
級
百
七
十
石
世
襲
い
だ
。
一
川
政
」
t

二
年
附
問
綱
紀
の
女
節
加
が
安
強
侯
浅
野
昔
日
目
に
践

し
た
後
、
資
永
ご
年
綴
成
は
夫
人
附
と
な
り
、
押すの

江
戸
健
闘
邸
に
あ
る
こ
と
前
後

十
数
年
で
あ
っ
た

が
、
立平保
四
年
百
』
老
そ
以
て
限
そ
協
は
っ
て

-Rm

に
煽
旬
、
m
I
抗
年
八
月
二
J
1

日
六
十
四
訟
を
以
て
似

し
た
。コ

ダ
Z

J
ブ
カ
hm

小
谷
信
堅

泊
都
義
一
郎

・

兵
左
術
門
。
文
化
三
年
父
左
平
太
の
也
知
荷
受
け
、

大
小
仲
村
・表
小
将
・問
御
杭

R
よ
り
次
街
に
界
市
1
.

天
保
十
三
年
百
石
キ
~
加
へ
て
二
百
十
石
に
資
。
、
A
E

に
御
Mm
廻
市町と
な
っ
て
弘
化
巾
駁
し
た
。

コ
ダ
マ
イ
シ
小
豆
石

風
来
部
前
設
の
Jm
mM
に

打
上
げ
る
石
を
い
」
。
能
陸
軍
名
附
剛
志
に
、『
向
の
附
に

諸
織
の
一
本
木
と
て
不
思
議
の
大
木
あ
り
。
云
々
。

此
木
枯
れ
し
よ
り
、
此
所
へ
大
石
政
多
打
上
げ
て
、

今
は
数
千
に
及
び
て
山
と
な
れ
り
。
是
世
小
玉
十
れ
と

い
へ
り
。
』
と
あ
る。

コ
ダ
マ
Z

ン

児
玉
延

大
担
寺
務
士
。
向
付
左

源
太
、
部
は
延
又
は
娃
年
。
児
玉
仁
右
衛
門
嬰
の
い
托

子
で

m
m
士
児
玉
旗
山
の
兄
で
あ
る
。
町
器
行
・省
批

三

O
九


